
容器包装リサイクルによる廃プラスチック再生原料（容リ材）と
繊維端材を利用した強化プラスチックチック材料

株式会社カズマ

令和５年度成長産業チャレンジ支援事業補助金「繊維端材の物性を利用した機能強化材としての新再生利用方法開発」の成果事例

産廃処理されている繊維端材の物性を有効活用して、
廃プラスチックの機能強化材として再生利用するため
の新たな材料リサイクル技術を開発する。
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１.事業実施の経緯 ４.製品・技術のＰＲ

容器包装リサイクルによる廃プラスチック再生原料
(以下、容リ材という)に繊維端材の物理的形状を保ちつ
つ混練・成形することで、容リ材の引張強さ約1.1倍、
衝撃強さ約2.9倍、クリープ特性の向上(ひずみ40％低下)
と品質安定化を達成しました。

今後は製品化に向けて、実機での試作・評価を進めて
いきます。

カーテンの縫製工程で発生する繊維端材は、原料とし
ての再利用が困難のため、固形燃料化し熱回収されてい
ますが、欧州では熱回収はリサイクルと分類されていま
せん。そして日本では、プラスチックの資源化促進と循
環経済の実現が課題となっており、繊維端材の再利用技
術開発が急務となっています。従来の廃プラスチックリ
サイクルでは物性低下や原料化時の高電力消費が課題の
ため、専門家や事業者と連携し、繊維端材の特性を活か
して廃プラスチックの物性向上と省エネを両立する新た
な材料リサイクル技術の開発を進めました。

２.事業内容

容器包装リサイクル材に繊維端材を混合することで、
物性向上と品質安定化を図り、最適な配合条件の検討や
再現性確認試験を通じて、事業化に有用な配合比率を確
定し、実機での試作・評価を行いました。
物流用パレットへの適用を視野に入れた将来的な事業

化も検討しました。

３.事業の成果

令和７年６月３０日、本事業で研究開発した製造方法
を新規特許として、出願しました。
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カーテンを縫製する際にどうしても
出てしまう廃棄生地の新しい活用方法
の可能性を見いだせたと思います。実
用化に向けてまだ試作・試験は必要で
すが、引き続き製品化に向けて開発を
進めていきたいと思います。

産学官金の連携で福井発の高付加価
値商品を生み出せるよう、これから用
途開発も進めていきます。
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